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建築基準法施行令について　




















建築基準法について














改正の概要


「吹付け石綿」「吹付けロックウール＊1」の使用が制限されます。また、増築等をする場合、規模によって既存部分に遡及し、「除去」もしくは「囲い込み」「封じ込め」等の措置をする必要があります。


＊＊＊工作物にも同様の規制がされます＊＊＊














告示について
































































































































①吹付け石綿、吹付けロックウール＊1の使用を規制


②増改築時における除去等を義務づけ


③アスベストの飛散のおそれのある場合に勧告・命令等を実施


④報告聴取・立入検査を実施


⑤定期報告制度による閲覧の実施 











①飛散することにより著しく衛生上有害な物質として石綿を定めること


②増改築時には、原則として石綿の除去を義務づけるが、増改築部分の床面積が増改築前の床面積の１／２を超えない増改築時には、増改築部分以外の部分について、「封じ込め」や「囲い込み」の措置を許容すること


③大規模修繕・模様替時には、大規模修繕・模様替部分以外の部分について、封じ込めや囲い込みの措置を許容すること


④工作物についても、石綿に関して建築物同様の規制を行う


こと等











①建築物の基礎、主要構造部等に使用する建築材料並びに


　　　　　　これらの建築材料が適合すべき日本工業規格又は


　　　　　　日本農林規格及び品質に関する技術的基準


（平成12年建設省告示第1,446号）に「石綿飛散


防止剤」が加えられました


＊1　吹付けロックウールでその含有する石綿の重量が当該建築材料の重量の


0.1パーセントを超えるもの





平成１８年１０月１日　


改正建築基準法が施行されます








対策工事を行う場合や、維持管理面においても、適法な対応をお願いします。























































































































ご注意ください


１．確認申請時に、既存部分の石綿等の固着状況を把握するため、「既存建築物の石綿含有建築材料調査表」を提出してください。


２．完了検査時、「除去」「囲い込み」「封じ込め」の措置方法により、提出書類が追加されます。

















